
(57)【要約】

【課題】　グラファイト等の研削比改良剤を含有するレ

ジンボンド超砥石の研削性能特に研削比を高める。

【解決手段】　超砥粒２１と、グラファイト粒及び六方

晶窒化ホウ素粒よりなる群から選ばれる少なくとも１種

からなる研削比改良剤２２と、これらを結合するボンド

レジン２３とを含んでなるレジンボンド超砥石２であっ

て、研削比改良剤２２の平均粒径は超砥粒２１の平均粒

径の１．２倍以上３．８倍以下である。このレジンボン

ド超砥石２を砥石担持体により担持することで研削ホイ

ールが得られる。

【選択図】　図３

JP 2007-15054 A 2007.1.25



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 砥 粒 と 、 グ ラ フ ァ イ ト 粒 及 び 六 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 粒 よ り な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １
種 か ら な る 研 削 比 改 良 剤 と 、 こ れ ら を 結 合 す る ボ ン ド レ ジ ン と を 含 ん で な る レ ジ ン ボ ン ド
超 砥 石 で あ っ て 、
　 前 記 研 削 比 改 良 剤 の 平 均 粒 径 は 前 記 超 砥 粒 の 平 均 粒 径 の １ ． ２ 倍 以 上 ３ ． ８ 倍 以 下 で あ
る こ と を 特 徴 と す る レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 研 削 比 改 良 剤 の 平 均 粒 径 は 前 記 超 砥 粒 の 平 均 粒 径 の １ ． ６ 倍 以 上 ３ ． ２ 倍 以 下 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 研 削 比 改 良 剤 は 前 記 超 砥 粒 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て １ ３ 重 量 部 以 上 ３ ８ 重 量 部 以 下 含 有
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ２ の い ず れ か に 記 載 の レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 研 削 比 改 良 剤 は 前 記 超 砥 粒 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て ２ ０ 重 量 部 以 上 ３ ４ 重 量 部 以 下 含 有
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 超 砥 粒 の 平 均 粒 径 は ４ ０ μ ｍ 以 上 １ ０ ５ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
～ ４ の い ず れ か に 記 載 の レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 研 削 比 改 良 剤 の 平 均 粒 径 は ５ ０ μ ｍ 以 上 ３ ８ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 超 砥 粒 は 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 砥 粒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に
記 載 の レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ボ ン ド レ ジ ン は フ ェ ノ ー ル 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に
記 載 の レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 を 砥 石 担 持 体 に よ り 担 持 し て な る 研
削 ホ イ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 金 属 表 面 の 研 削 加 工 に 好 適 に 利 用 さ れ る レ ジ ン ボ ン ド 砥 石 及 び そ れ を 用 い た
研 削 ホ イ ー ル に 関 す る も の で あ り 、 特 に 砥 粒 と し て 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 （ Ｃ Ｂ Ｎ ） 砥 粒 な ど
の 超 砥 粒 を 使 用 し た 所 謂 レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 及 び そ れ を 用 い た 研 削 ホ イ ー ル に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 砥 粒 と し て Ｃ Ｂ Ｎ や ダ イ ヤ モ ン ド か ら な る も の を 用 い た レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 に お い て 、
研 削 性 能 を 向 上 さ せ る た め に 、 固 体 潤 滑 剤 と し て の グ ラ フ ァ イ ト を 含 有 さ せ る こ と が 行 わ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 技 術 に つ い て は 、 例 え ば 、 特 開 昭 ５ １ － ８ ４ ４ ８ ５ 号 公 報 ［ 特 許 文 献 １ ］ 、
特 開 昭 ６ ２ － ２ ８ １ ７ ６ 号 公 報 ［ 特 許 文 献 ２ ］ 、 特 開 平 １ １ － ２ ２ １ ７ ７ ２ 号 公 報 ［ 特 許
文 献 ３ ］ 及 び 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ １ ２ ７ ５ 号 公 報 ［ 特 許 文 献 ４ ］ に 記 載 が あ る 。 こ れ ら の 特
許 文 献 に は 、 グ ラ フ ァ イ ト の 粒 径 に つ き 記 載 が な い か 、 あ る い は １ ５ μ ｍ 以 下 の 比 較 的 小
さ な 粒 径 を も つ グ ラ フ ァ イ ト が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 ま た 、 特 開 平 １ １ － １ ８ ８ ６ ３ ３ 号 公 報 ［ 特 許 文 献 ５ ］ に は 、 粒 径 ０ ． ５ ～ ５ ０ μ ｍ の
グ ラ フ ァ イ ト を 含 有 さ せ た レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 に 関 す る 記 載 が あ る 。 こ の 特 許 文 献 の 技 術
に お い て は 、 粒 径 ５ ～ １ ２ ５ μ ｍ の 超 砥 粒 が 使 用 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ １ － ８ ４ ４ ８ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ ２ － ２ ８ １ ７ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ２ ２ １ ７ ７ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ １ ２ ７ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 １ １ － １ ８ ８ ６ ３ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 特 許 文 献 に は 、 グ ラ フ ァ イ ト の 粒 径 と 超 砥 粒 の 粒 径 と の 関 連 性 が 超 砥 石 の 研 削 性 能
特 に 研 削 比 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て の 示 唆 は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 グ ラ フ ァ イ ト 等 の 研 削 比 改 良 剤 を 含 有 す る レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 の 研 削 性 能 特
に 研 削 比 を 高 め る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。 本 発 明 者 は 、 こ の 目 的 を 達 成 す べ く グ ラ
フ ァ イ ト 等 の 研 削 比 改 良 剤 の 粒 径 と 超 砥 粒 の 粒 径 と の 技 術 的 関 連 性 に つ き 鋭 意 研 究 の 結 果
、 本 発 明 を な す に 至 っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 以 上 の 如 き 目 的 を 達 成 す る も の と し て 、
　 超 砥 粒 と 、 グ ラ フ ァ イ ト 粒 及 び 六 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 粒 よ り な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も
１ 種 か ら な る 研 削 比 改 良 剤 と 、 こ れ ら を 結 合 す る ボ ン ド レ ジ ン と を 含 ん で な る レ ジ ン ボ ン
ド 超 砥 石 で あ っ て 、
　 前 記 研 削 比 改 良 剤 の 平 均 粒 径 は 前 記 超 砥 粒 の 平 均 粒 径 の １ ． ２ 倍 以 上 ３ ． ８ 倍 以 下 で あ
る こ と を 特 徴 と す る レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 、
が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に お い て は 、 前 記 研 削 比 改 良 剤 の 平 均 粒 径 は 前 記 超 砥 粒 の 平 均 粒 径 の １
． ６ 倍 以 上 ３ ． ２ 倍 以 下 で あ る 。 本 発 明 の 一 態 様 に お い て は 、 前 記 研 削 比 改 良 剤 は 前 記 超
砥 粒 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て １ ３ 重 量 部 以 上 ３ ８ 重 量 部 以 下 含 有 さ れ て い る 。 本 発 明 の 一 態
様 に お い て は 、 前 記 研 削 比 改 良 剤 は 前 記 超 砥 粒 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て ２ ０ 重 量 部 以 上 ３ ４
重 量 部 以 下 含 有 さ れ て い る 。 本 発 明 の 一 態 様 に お い て は 、 前 記 超 砥 粒 の 平 均 粒 径 は ４ ０ μ
ｍ 以 上 １ ０ ５ μ ｍ 以 下 で あ る 。 本 発 明 の 一 態 様 に お い て は 、 前 記 研 削 比 改 良 剤 の 平 均 粒 径
は ５ ０ μ ｍ 以 上 ３ ８ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 。 本 発 明 の 一 態 様 に お い て は 、 前 記 超 砥 粒 は 立 方 晶
窒 化 ホ ウ 素 砥 粒 で あ る 。 本 発 明 の 一 態 様 に お い て は 、 前 記 ボ ン ド レ ジ ン は フ ェ ノ ー ル 樹 脂
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 以 上 の よ う な レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 を 砥 石 担 持 体 に よ り 担 持 し て
な る 研 削 ホ イ ー ル 、 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 に お け る グ ラ フ ァ イ ト 粒 及 び 六 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 粒
よ り な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 か ら な る 研 削 比 改 良 剤 の 平 均 粒 径 を 超 砥 粒 の 平 均
粒 径 の １ ． ２ 倍 以 上 ３ ． ８ 倍 以 下 と し た の で 、 研 削 加 工 に 伴 う ボ ン ド レ ジ ン か ら の 研 削 比
改 良 剤 の 脱 落 に よ り 超 砥 粒 の 大 き さ 以 上 の 大 き さ の ポ ケ ッ ト が 形 成 さ れ 、 か く し て 切 れ 味
が よ く 大 き な 研 削 比 で の 研 削 加 工 が 可 能 な レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 及 び そ れ を 用 い た 研 削 ホ イ
ー ル が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 に よ る レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 及 び そ れ を 用 い た 研 削 ホ イ ー ル の 一 実 施 形 態 を
示 す 模 式 的 底 面 図 で あ り 、 図 ２ は そ の 模 式 的 断 面 図 で あ り 、 図 ３ は そ の 超 砥 石 部 分 の 模 式
的 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ て い る 様 に 、 超 砥 石 ２ が 砥 石 担 持 体 ４ に よ り 担 持 さ れ て い る 。 砥
石 担 持 体 ４ は 、 カ ッ プ 状 を な し て お り 、 そ の 中 心 部 に は 研 削 機 の 回 転 軸 を 挿 通 す る た め の
軸 孔 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 符 号 Ｏ は 研 削 機 の 回 転 軸 の 回 転 中 心 即 ち 軸 孔 の 中 心 を 示 す 。
超 砥 石 ２ は 砥 石 担 持 体 ４ の 外 周 部 の 下 端 面 に 接 着 剤 に よ り 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ に 示 さ れ て い る 様 に 、 超 砥 石 ２ は 、 多 数 の 超 砥 粒 ２ １ 及 び 多 数 の グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２
２ を 結 合 材 と し て の ボ ン ド レ ジ ン ２ ３ に よ り 結 合 し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 超 砥 粒 ２ １ と し て は 、 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 （ Ｃ Ｂ Ｎ ） ま た は ダ イ ヤ モ ン ド か ら な る も の が
例 示 さ れ る 。 超 砥 粒 の 平 均 粒 径 は 、 ４ ０ μ ｍ 以 上 １ ０ ５ μ ｍ 以 下 程 度 が 例 示 さ れ る 。 超 砥
石 ２ 中 に お け る 超 砥 粒 ２ １ の 含 有 量 は 、 集 中 度 表 示 で 、 ３ ０ ～ １ ２ ０ 程 度 が 例 示 さ れ 、 ４
０ ～ １ ０ ０ 程 度 が 好 ま し く 、 ５ ０ ～ ８ ０ 程 度 が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２ ２ は 研 削 比 改 良 剤 と し て 使 用 さ れ て い る 。 本 発 明 に お い て は 、 研 削 比
改 良 剤 と し て グ ラ フ ァ イ ト 粒 に 代 え て 又 は グ ラ フ ァ イ ト 粒 と 共 に 六 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 （ Ｈ Ｂ
Ｎ ） 粒 を 使 用 す る こ と も で き る 。 以 下 に お い て は 研 削 比 改 良 剤 と し て の グ ラ フ ァ イ ト 粒 に
つ き 説 明 す る が 、 こ の 説 明 は 研 削 比 改 良 剤 と し て の 六 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 （ Ｈ Ｂ Ｎ ） 粒 又 は グ
ラ フ ァ イ ト 粒 と Ｈ Ｂ Ｎ 粒 と の 混 合 物 に つ い て も 当 て は ま る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ て 、 グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２ ２ の 平 均 粒 径 は 、 超 砥 粒 ２ １ の 平 均 粒 径 の １ ． ２ 倍 以 上 ３ ． ８
倍 以 下 で あ り 、 例 え ば ５ ０ μ ｍ 以 上 ３ ８ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 。 こ の よ う な 大 き さ の グ ラ フ ァ
イ ト 粒 ２ ２ を 使 用 す る こ と で 、 研 削 加 工 に 伴 う ボ ン ド レ ジ ン ２ ３ か ら の グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２
２ の 脱 落 に よ り 超 砥 粒 ２ １ の 大 き さ 以 上 の 大 き さ の ポ ケ ッ ト が 形 成 さ れ 、 こ の ポ ケ ッ ト が
研 削 液 及 び 研 削 粉 の 一 時 的 貯 留 の 機 能 を 果 た し 、 か く し て 切 れ 味 が よ く 大 き な 研 削 比 で の
研 削 加 工 が 可 能 と な る 。 こ の よ う な 作 用 を 一 層 高 め る た め に は 、 グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２ ２ の 平
均 粒 径 は 超 砥 粒 ２ １ の 平 均 粒 径 の １ ． ６ 倍 以 上 ３ ． ２ 倍 以 下 で あ る の が 好 ま し い 。 ま た 、
上 記 機 能 の 発 揮 の た め に は 、 グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２ ２ は 超 砥 粒 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 １ ３ 重
量 部 以 上 ３ ８ 重 量 部 以 下 含 有 さ れ て い る の が 好 ま し く 、 ２ ０ 重 量 部 以 上 ３ ４ 重 量 部 以 下 含
有 さ れ て い る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ボ ン ド レ ジ ン ２ ３ と し て は 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 そ の 他 の 合 成 樹 脂 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 超 砥 石 ２ は 、 ボ ン ド レ ジ ン ２ ３ 中 に 、 上 記 超 砥 粒 ２ １ 及 び グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２ ２ に 加 え て
、 他 の 充 填 剤 ２ ４ を 添 加 し た も の で あ っ て も よ い 。 こ の 充 填 剤 と し て は 、 銅 粉 や Ｎ ｉ 粉 等
の 金 属 粉 、 氷 晶 石 粉 、 グ リ ー ン カ ー ボ ラ ン ダ ム （ Ｇ Ｃ ） 粉 等 が 例 示 さ れ る 。 こ れ ら の 充 填
剤 の 平 均 粒 径 は 、 例 え ば 、 金 属 粉 に つ い て は ３ ～ ２ ０ μ ｍ 程 度 が 例 示 さ れ 、 氷 晶 石 粉 に つ
い て は ４ ０ ～ ７ ０ μ ｍ 程 度 が 例 示 さ れ 、 Ｇ Ｃ 粉 に つ い て は １ ０ ～ ２ ０ μ ｍ 程 度 が 例 示 さ れ
る 。 超 砥 石 ２ 中 に お け る こ れ ら 充 填 剤 の 含 有 量 は 、 超 砥 粒 ２ １ の 含 有 量 １ ０ ０ 重 量 部 に 対
し て 、 ０ ～ ３ ０ ０ 重 量 部 で あ り 、 ３ ０ ～ ２ ０ ０ 重 量 部 程 度 が 好 ま し く 、 ７ ０ ～ １ ５ ０ 重 量
部 程 度 が よ り 好 ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 ［ 実 施 例 １ ］
　 図 １ ～ 図 ３ に 関 し 説 明 し た 超 砥 石 研 削 ホ イ ー ル を 、 以 下 の よ う に し て 作 製 し た 。 即 ち 、
外 周 部 下 端 面 の 幅 Ｗ が １ ０ ｍ ｍ で 、 外 径 Ｄ １ φ が １ ５ ０ ｍ ｍ で 、 内 径 Ｄ ２ φ が ２ ５ ｍ ｍ の
砥 石 担 持 体 ４ を 作 製 し た 。 こ の 砥 石 担 持 体 ４ の 外 周 部 下 端 面 上 に 、 接 着 剤 に よ り 厚 さ Ｘ が
３ ｍ ｍ で 幅 が Ｗ （ ＝ １ ０ ｍ ｍ ） の 超 砥 石 ２ を 接 合 し て 、 全 体 厚 さ Ｔ が ２ ５ ｍ ｍ の カ ッ プ 型
の 研 削 ホ イ ー ル を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 超 砥 石 ２ に お い て 、 超 砥 粒 ２ １ と し て 平 均 粒 径 ９ ４ μ ｍ （ ＃ １ ７ ０ 相 当 ） の Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒
を 使 用 し 、 超 砥 粒 の 配 合 量 は 集 中 度 ６ ５ と な る よ う に し た 。 こ の 超 砥 粒 １ ０ ０ 重 量 部 に 対
し て 、 ボ ン ド レ ジ ン ２ ３ と し て の フ ェ ノ ー ル 樹 脂 ４ ５ ． ８ ３ 重 量 部 、 グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２ ０
． ２ ７ 重 量 部 、 並 び に そ の 他 の 充 填 剤 ２ ４ と し て 金 属 粉 で あ る 平 均 粒 径 １ ０ μ ｍ の 銅 粉 ５
２ ． ０ ０ 重 量 部 、 平 均 粒 径 ５ ０ μ ｍ の 氷 晶 石 粉 ７ ． ９ ３ 重 量 部 及 び 粒 径 １ ５ μ ｍ の Ｇ Ｃ 粉
９ ． ４ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２ ２ と し て 互 い に 粒 径 の 異 な る も の ７ 種 類 を 使 用 し て 、 ７ 種 類 の 超 砥 石
を 備 え た 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル Ｂ ， Ｃ ， Ｄ ， Ｅ ， Ｆ ， Ｇ ， Ｈ を 作 製 し た 。 な お 、 比 較 の た
め に 、 グ ラ フ ァ イ ト 粒 を 配 合 せ ず 、 且 つ 、 銅 粉 配 合 量 を ７ ８ ． ０ ０ 重 量 部 に 変 更 し 、 Ｇ Ｃ
粉 配 合 量 を ２ ８ ． ２ ０ 重 量 部 に 変 更 し て 、 超 砥 石 を 備 え た 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル Ａ を 作 製
し た 。 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル Ｂ ～ Ｈ に つ い て 、 各 超 砥 石 の グ ラ フ ァ イ ト 粒 の 粒 径 及 び 超 砥
粒 の 粒 径 に 対 す る グ ラ フ ァ イ ト 粒 の 粒 径 の 比 （ 粒 径 比 ） は 、 以 下 の 表 １ に 示 さ れ る と お り
で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら ８ 種 類 の 超 砥 石 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル Ａ ～ Ｈ の そ れ ぞ れ を 研 削 機 に 装 着 し 、 以 下
に 示 す 条 件 で 、 ド レ ッ シ ン グ 及 び 被 研 削 物 の 研 削 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ド レ ッ シ ン グ は 、 ＃ １ ２ ０ Ｇ Ｃ カ ッ プ 型 砥 石 を 用 い て 、 ホ イ ー ル 周 速 度 １ ３ ． ３ ｍ ／ ｓ
、 ド レ ッ サ 周 速 度 １ ３ ． ３ ｍ ／ ｓ 、 送 り 速 度 １ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ 、 切 り 込 み 量 ３ ０ μ ｍ 、
総 切 り 込 み 量 ４ ． ５ ｍ ｍ で 行 っ た 。 こ の ド レ ッ シ ン グ に よ る 研 削 ホ イ ー ル 超 砥 石 の 摩 耗 量
（ ド レ ス 摩 耗 量 ） は 、 以 下 の 表 １ に 示 す 通 り で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の ド レ ッ シ ン グ を 行 っ た 超 砥 石 研 削 ホ イ ー ル の そ れ ぞ れ を 用 い て 、 被 研 削 物 で
あ る Ｆ Ｃ ２ ５ ０ 製 で 直 径 ３ ０ ｍ ｍ の 丸 棒 の 端 面 を 湿 式 イ ン フ ィ ー ド 研 削 し た 。 そ の 際 、 ホ
イ ー ル 周 速 度 ２ ５ ｍ ／ ｓ 、 被 研 削 物 回 転 数 ３ ４ ０ ｒ ｐ ｍ 、 切 り 込 み 速 度 ２ ６ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ
と し 、 ケ ミ カ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン タ イ プ の 研 削 液 （ ５ ０ 倍 希 釈 液 ） を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 研 削 の 際 の 研 削 比 は 、 以 下 の 表 １ に 示 す 通 り で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま た 、 研 削 比 及 び ド レ ス 摩 耗 量 に つ い て 得 ら れ た 結 果 を そ れ ぞ れ 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 以 上 の 結 果 か ら 分 か る よ う に 、 特 に 、 研 削 比 に お い て は 、 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル Ｃ ～ Ｇ
と く に Ｄ ～ Ｆ が 優 れ て い る 。 従 っ て 、 粒 径 比 が １ ． ２ ～ ３ ． ８ と く に １ ． ６ ～ ３ ． ２ で 研
削 比 に 優 れ た も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ［ 実 施 例 ２ ］
　 超 砥 石 ２ に お い て 、 超 砥 粒 ２ １ と し て 粒 径 ４ ９ μ ｍ （ ＃ ３ ２ ５ 相 当 ） の Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 を 使
用 し 、 更 に グ ラ フ ァ イ ト 粒 の 粒 径 及 び 超 砥 粒 の 粒 径 に 対 す る グ ラ フ ァ イ ト 粒 の 粒 径 の 比 （
粒 径 比 ） を 以 下 の 表 ２ に 示 さ れ る と お り に し た こ と を 除 い て 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て ７ 種
類 の 超 砥 石 を 備 え た 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル ｂ ， ｃ ， ｄ ， ｅ ， ｆ ， ｇ ， ｈ を 作 製 し た 。 な お
、 比 較 の た め に 、 グ ラ フ ァ イ ト 粒 を 配 合 せ ず 、 且 つ 、 超 砥 粒 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 銅 粉
配 合 量 を ７ ８ ． ０ ０ 重 量 部 に 変 更 し 、 Ｇ Ｃ 粉 配 合 量 を ２ ８ ． ２ ０ 重 量 部 に 変 更 し て 、 超 砥
石 を 備 え た 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル ａ を 作 製 し た 。 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル ｂ ～ ｈ に つ い て 、
各 超 砥 石 の グ ラ フ ァ イ ト 粒 の 粒 径 及 び 超 砥 粒 の 粒 径 に 対 す る グ ラ フ ァ イ ト 粒 の 粒 径 の 比 （
粒 径 比 ） は 、 以 下 の 表 ２ に 示 さ れ る と お り で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ ら ８ 種 類 の 超 砥 石 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル ａ ～ ｈ の そ れ ぞ れ を 研 削 機 に 装 着 し 、 被 研
削 物 で あ る Ｆ Ｃ ２ ５ ０ 製 で 直 径 ３ ０ ｍ ｍ の 丸 棒 の 端 面 の 湿 式 イ ン フ ィ ー ド 研 削 の 際 の 切 り
込 み 速 度 を １ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ と し た こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 の 条 件 で 、 ド レ ッ シ ン グ 及
び 被 研 削 物 の 研 削 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ド レ ッ シ ン グ に よ る 研 削 ホ イ ー ル 超 砥 石 の 摩 耗 量 （ ド レ ス 摩 耗 量 ） 及 び 被 研 削 物 の 端 面
の 湿 式 イ ン フ ィ ー ド 研 削 の 際 の 研 削 比 は 、 以 下 の 表 ２ に 示 す 通 り で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ま た 、 研 削 比 及 び ド レ ス 摩 耗 量 に つ い て 得 ら れ た 結 果 を そ れ ぞ れ 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の 結 果 か ら 分 か る よ う に 、 特 に 、 研 削 比 に お い て は 、 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル ｃ ～ ｇ
と く に ｄ ～ ｆ が 優 れ て い る 。 従 っ て 、 粒 径 比 が １ ． ２ ～ ３ ． ８ と く に １ ． ６ ～ ３ ． ２ で 研
削 比 に 優 れ た も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ［ 実 施 例 ３ ］
　 超 砥 石 ２ に お い て 、 超 砥 粒 ２ １ と し て 粒 径 ４ ９ μ ｍ （ ＃ ３ ２ ５ 相 当 ） の Ｃ Ｂ Ｎ 砥 粒 を 使
用 し 且 つ グ ラ フ ァ イ ト 粒 ２ ２ と し て 平 均 粒 径 ８ ２ μ ｍ の も の を 使 用 し 、 超 砥 粒 の 粒 径 に 対
す る グ ラ フ ァ イ ト 粒 の 粒 径 の 比 を １ ． ６ ７ と し て 、 実 施 例 ２ と 同 様 に し て 但 し 超 砥 粒 １ ０
０ 重 量 部 に 対 す る グ ラ フ ァ イ ト 粒 、 銅 粉 、 氷 晶 石 粉 及 び Ｇ Ｃ 粉 の 量 が 互 い に 異 な る ９ 種 類
の 超 砥 石 を 備 え た 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ を 作 製 し た
。 超 砥 粒 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 す る 各 超 砥 石 の グ ラ フ ァ イ ト 粒 、 銅 粉 、 氷 晶 石 粉 及 び Ｇ Ｃ 粉 の
量 は 、 以 下 の 表 ３ に 示 さ れ る と お り で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ ら ９ 種 類 の 超 砥 石 研 削 ホ イ ー ル の そ れ ぞ れ を 研 削 機 に 装 着 し 、 被 研 削 物 と し て Ｓ Ｕ
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Ｊ ２ （ 焼 入 れ ） 製 で 直 径 ２ ０ ｍ ｍ の 丸 棒 を 用 い 且 つ そ の 端 面 の 湿 式 イ ン フ ィ ー ド 研 削 の 際
の 切 り 込 み 速 度 を ２ ． ５ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ と し た こ と 以 外 は 実 施 例 ２ と 同 様 の 条 件 で 、 ド レ ッ
シ ン グ 及 び 被 研 削 物 の 研 削 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ド レ ッ シ ン グ に よ る 研 削 ホ イ ー ル 超 砥 石 の 摩 耗 量 （ ド レ ス 摩 耗 量 ） 及 び 被 研 削 物 の 端 面
の 湿 式 イ ン フ ィ ー ド 研 削 の 際 の 研 削 比 は 、 以 下 の 表 ３ に 示 す 通 り で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま た 、 研 削 比 及 び ド レ ス 摩 耗 量 に つ い て 得 ら れ た 結 果 を そ れ ぞ れ 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の 結 果 か ら 分 か る よ う に 、 特 に 、 研 削 比 に お い て は 、 研 削 ホ イ ー ル サ ン プ ル ３ ～ ７
と く に ４ ～ ６ が 優 れ て い る 。 従 っ て 、 超 砥 粒 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 す る グ ラ フ ァ イ ト 粒 の 量 が
１ ３ 重 量 部 以 上 ３ ８ 重 量 部 以 下 と く に ２ ０ 重 量 部 以 上 ３ ４ 重 量 部 以 下 で 研 削 比 に 優 れ た も
の が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る レ ジ ン ボ ン ド 超 砥 石 及 び そ れ を 用 い た 研 削 ホ イ ー ル の 一 実 施 形 態 を
示 す 模 式 的 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 超 砥 石 部 分 の 模 式 的 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 で 研 削 比 に つ い て 得 ら れ た 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 で ド レ ス 摩 耗 量 に つ い て 得 ら れ た 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 で 研 削 比 に つ い て 得 ら れ た 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 で ド レ ス 摩 耗 量 に つ い て 得 ら れ た 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 で 研 削 比 に つ い て 得 ら れ た 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 で ド レ ス 摩 耗 量 に つ い て 得 ら れ た 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 ２ 　 超 砥 石
　 ２ １ 　 超 砥 粒
　 ２ ２ 　 グ ラ フ ァ イ ト 粒
　 ２ ３ 　 ボ ン ド レ ジ ン
　 ２ ４ 　 充 填 剤
　 ４ 　 砥 石 担 持 体
　 ４ １ 　 軸 孔
　 Ｏ 　 研 削 ホ イ ー ル の 回 転 中 心

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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